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2015. 秋

作
家
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
ベ
テ
ラ

ン
作
家
に
と
っ
て
は
、
若
手
と
刺
激
を
受
け
合
う
良
い

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
代
わ
る
５
人
の
審
査
員
が

各
々
の
専
門
的
見
地
か
ら
、
イ
ラ
ス
ト
の
物
語
る
力
、

独
創
性
、
技
術
力
、
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
性
、
絵
本
と

な
る
可
能
性
な
ど
を
考
慮
し
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

作
品
を
選
び
出
し
ま
す
。

　

今
年
は
世
界
61
カ
国
、
２
９
６
７
組
の
応
募
か
ら
日

本
人
10
名
を
含
む
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、

北
米
、南
米
の
24
カ
国
、76
組
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
会
場
で
展
示
さ
れ
る
こ

と
で
、
出
版
関
係
者
の
目
に
留
ま
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

他
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
与
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
豊
か
な
作
品
群

が
日
本
の
美
術
館
を
巡
回
し
、
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

原
画
展
が
日
本
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
１
９
７
８

年
。
当
館
で
は
１
９
９
８
年
以
降
毎
年
開
催
し
、
今
年

で
18
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
に
よ
り
他
国
の

情
報
を
得
や
す
く
な
っ
た
現
在
、
全
体
的
な
イ
ラ
ス
ト
の

レ
ベ
ル
は
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
反
面
、
作
家
は
外
か

ら
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
イ
ラ
ス
ト
に
お
け
る
国
ご
と

の
特
色
と
い
う
も
の
も
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
で

見
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
が
増
加
し
、
作
風
が

均
一
化
し
て
ゆ
く
傾
向
の
中
で
、
個
と
し
て
の
作
家
の
独

創
性
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。

【
今
年
の
審
査
員
】

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
シ
ョ
ー

（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
フ
ラ
ン
ス
）

ズ
ヴ
ェ
ト
ラ
ン
・
ユ
ナ
コ
ビ
ッ
チ

（
画
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
彫
刻
家
／
ク
ロ
ア
チ
ア
）

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ム

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
出
版
部
編
集
長
／
ア
メ
リ
カ
）

パ
オ
ラ
・
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
ー
リ

（
リ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
・
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
出
版
編
集
者
／
イ
タ
リ
ア
）

ウ
ッ
ラ
・
レ
デ
ィ
ー
ン（
文
学
研
究
者
、
批
評
家
／
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

【
特
別
展
示
】

　

今
年
の
特
別
展
示
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
若
手
注

目
株
、
カ
タ
リ
ー
ナ
・

ソ
ブ
ラ
ル
で
す
。
昨
年

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
に
入
選

し
、
第
５
回
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
Ｓ
Ｍ
出
版
賞
（
国

際
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
年
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
会
場

で
お
披
露
目
さ
れ
た
新
作
絵
本
『
人
魚
と
恋
を
し
た
巨
人

た
ち
』（
Ｓ
Ｍ
出
版
・
ス
ペ
イ
ン
）は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
南
部

の
伝
説
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
お
話
で
す
。
本
作
の
全
原
画

20
点
と
、
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
絵
本
４
タ
イ
ト
ル

の
原
画
23
点
に
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
加
え
紹
介
し
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
に
合
わ
せ
様
々
な
作
風
で
描
き
分
け
た
原

画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
春
に
、
イ
タ
リ
ア
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
児
童

書
専
門
見
本
市
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
１
９
６
４
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ア
に
は
世
界
中
か
ら
出
版
社
が
集
ま
り
、
ブ
ー
ス

を
構
え
て
版
権
を
売
買
す
る
一
方
、
作
品
を
売
り
込
み

に
や
っ
て
来
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
で
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
賑
わ
い
ま
す
。
近
年
で
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

が
自
ら
ブ
ー
ス
を
構
え
、
自
身
の
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
紹
介
す
る
姿
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」
は
、

こ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
主
催
す
る
「
子
ど
も
の
本
の
た
め

の
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
選
作
品
を
紹
介
す
る
展

覧
会
で
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
５
枚
１
組
の
イ
ラ
ス

ト
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
16
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で

も
応
募
で
き
、
出
版
経
験
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず

公
平
に
審
査
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
登
竜
門
と
も
な
っ
て
お
り
、
１
９
６
７
年
に
コ

ン
ク
ー
ル
が
始
ま
っ
て
以
降
、
こ
こ
か
ら
多
く
の
絵
本

2

　
　
　
　

平
成
27
年
10
月
１
日（
木
）〜

12
月
27
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

２
０
１
５
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展

11
月
６
日（
金
）〜
12
月
13
日（
日
）

[

会
期
中
無
休]

◆
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室

「深く深く」
ロリーヌ・シャルパンティエ（フランス）

「太古の夜」
ダビッド・ダニエル・アルバレス・エルナンデス（メキシコ）

「彼女」
オルガ・ローザ（イタリア）

『人魚と恋をした巨人たち』
（Ediciones SM,2015）
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
展
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。
毎
年
、
販
売
し

て
い
る
図
録
で
す
が
今
年
は
透
明
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
が
付

き
ま
し
た
♪
。
デ
ザ
イ
ン
は
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
の

絵
本
で
知
ら
れ
る
コ
ラ
イ
ー
ニ
社
（
イ
タ
リ
ア
）、
表
紙

は
小
さ
な
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い
わ
れ
る
国
際
ア
ン
デ
ル
セ

ン
賞
の
画
家
賞
を
昨
年
受
賞
し
た
ホ
ジ
ェ
ル
・
メ
ロ
（
ブ

ラ
ジ
ル
）に
よ
る
描
き
下
ろ
し
で
す
。

　

入
選
作
品
の
掲
載
だ
け
で
な
く
、
特
別
展
示
作
家
と

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
彼
ら
の

絵
本
に
対
す
る
考
え
な
ど
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
は
、
入
選
作
家
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
24
種

類
に
絵
本
も
和
書
・
洋
書
を
取

り
揃
え
、
日
本
人
入
選
作
家
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
販
売
し

ま
す
。
人
気
商
品
は
会
期
途
中

で
も
売
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
是
非
、
お
早
め

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
Ｓ
Ｍ
出
版
賞
…
毎
年
、35
歳
以
下
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

　

展
入
選
作
家
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
。
受
賞
者
に
は
賞
金
３
万

　

ド
ル
と
絵
本
の
出
版
が
約
束
さ
れ
、
翌
年
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

　

で
新
作
絵
本
の
発
表
と
、
そ
の
原
画
展
が
開
催
さ
れ
る
。

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

　

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
作
品
審
査
会
、

３
月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
様
子
に
、
審
査

員
や
入
選
作
家
、
編
集
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え

て
紹
介
し
ま
す
。
絵
本
の
世
界
を
目
指
す
方
は
必
見
!!

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

　

展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
・
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
、
お

す
す
め
絵
本
な
ど
約
１
０
０
冊
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
…
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

　

や
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
優
れ
た
児
童
書
に
贈
ら
れ
る
賞
。

●
○
●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
●
○
●
○
●

　

不
要
と
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
裏
面
を
利
用
し
て

冊
子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自
由
に
飾
り
つ

け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日　

時　

会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14
：
00
～
16
：
00

対　

象　

４
歳
～
小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

各
日
10
名（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物　

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

協　

力　

絵
本
の
会　

も
こ
も
こ

会　

場　

展
示
室
内

申
込
方
法　

10
／
24（
土
）９:

00
よ
り
電
話
に
て
受
付
。

　

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
７（
土
）、
８（
日
）、
14（
土
）、
21（
土
）、

　
　
　
　

28（
土
）、
29（
日
）、
12
／
５（
土
）、
12（
土
）、

　
　
　
　

13（
日
）

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

い
つ
も
は
「
お
静
か
に
」
と
注
意
さ
れ
る
展
示
室
で
す

が
、「
子
ど
も
と
会
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
た
い
」
と
い
う

ご
家
族
、「
日
中
は
時
間
が
取
れ
な
い
」
と
い
う
方
の
た

め
の
夜
間
特
別
開
館
で
す
。

日　

時　

11
／
21（
土
）、
17
：
00
～
20
：
00

※
展
示
室
が
若
干
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
な
が
ら
の
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
温
か
み
の
あ
る
人
形
劇
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

の
上
演
で
、
皆
さ
ん
を
物
語
の
世
界
へ
ご
招
待
し
ま
す
。

簡
単
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
22（
日
）

時　

間　

10
：
30
～
11
：
30
、
13
：
00
～
14
：
00

協　

力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ぽ
っ
か
ぽ
か

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

紙
芝
居
の
前
に
座
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ

ク
ド
キ
ド
キ
。
世
界
で
紙
芝
居
の
魅
力
を
伝
え
る
「
の
ま

り
ん
」の
豊
か
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
／
23（
月
・
祝
）

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

出　

演　

の
ま
り
ん（
野
間
成
之
氏
）

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

3

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
、団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

　
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
　【
要
観
覧
券
】

　
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
　【
入
場
無
料
】

　
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　【
要
観
覧
券
】

　
お
は
な
し
劇
場
　【
入
場
無
料
】

　「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場
　【
入
場
無
料
】

　
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
　【
要
観
覧
券
】

　
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
　【
入
場
無
料
】

　
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　【
要
観
覧
券
】

　
お
は
な
し
劇
場
　【
入
場
無
料
】

　「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場
　【
入
場
無
料
】

　
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
　【
要
観
覧
券
】

　
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
　【
入
場
無
料
】

　
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　【
要
観
覧
券
】

　
お
は
な
し
劇
場
　【
入
場
無
料
】

　「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場
　【
入
場
無
料
】

　
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
　【
要
観
覧
券
】

　
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
　【
入
場
無
料
】

　
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　【
要
観
覧
券
】

　
お
は
な
し
劇
場
　【
入
場
無
料
】

　「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場
　【
入
場
無
料
】

　
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
　【
要
観
覧
券
】

　
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
　【
入
場
無
料
】

　
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　【
要
観
覧
券
】

　
お
は
な
し
劇
場
　【
入
場
無
料
】

　「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場
　【
入
場
無
料
】

★
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
販
売
★

2015図録

ポストカード
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続
報
！
開
館
20
周
年
特
別
企
画

　

９
月
19
日（
土
）か
ら
開
催
し
て
い
る
本
展
。
今
年
４
月

に
新
発
見
と
な
っ
た
長
谷
川
等
伯（
１
５
３
９
～
１
６
１
０
）

の
水
墨
画
、「
猿
猴
図
屏
風
」
と「
松
竹
図
屏
風
」（
共
に
当

館
蔵
）
は
も
う
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
ま
だ
鑑
賞
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
の
初
公
開
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！

　

ま
た
、
本
展
で
は
「
猿
猴
図
屏
風
」
と
近
似
す
る
「
竹
林

猿
猴
図
屏
風
」（
京
都
市
・
相
国
寺
蔵
）
を
同
じ
展
示
室
で

比
較
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
他
、
樹
木
の
表
現
が
「
松
竹

図
屏
風
」
と
共
通
す
る
「
烏
鷺
図
屏
風
」（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
川
村
記

念
美
術
館
蔵
）
な
ど
、
重
要
文
化
財
４
点
に
「
複
製
松
林

図
屏
風
」（
当
館
蔵
）
を
含
む

12
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る 

色
と
り
ど
り
な
器
た
ち

　
「
う
つ
わ
」
と
は
、
物
を
入
れ
納
め
る
も
の
で
、「
入
れ

物
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
物
を
保
管
し
た
り
運
ん
だ
り
と
、

幅
広
い
用
途
で
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
種
類
も
膨
大
で
、
周
り
を
見
渡
し
て
み
れ
ば
数

多
く
の
器
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て

気
付
か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

人
類
の
長
い
歴
史
の
中
、
そ
の
生
活
を
支
え
て
き
た

器
。
人
び
と
は
そ
れ
ら
を
単
な
る
「
容
器
」
と
い
う
補
助

的
な
役
割
の
み
で
は
な
く
一
個
の
独
立
し
た
「
作
品
」
と

見
立
て
、
様
々
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
き
ら
び
や
か
な
装
飾
な
ど
も
そ
の
ひ
と
つ
。

紙
や
木
、
金
属
な
ど
の
素
材
を
生
か
し
、
絵
画
や
彫
刻

な
ど
の
様
々
な
技
法
を
駆
使
し
て
器
を
飾
り
立
て
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
は
、
美
術
工
芸
品
の
中
に
も
数
多
く
の

器
が
含
ま
れ
て
い
る
点
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
物
を
美
し
く
み
せ
る
引
き
立
て
役
で
あ
る
一
方
、

時
に
は
自
身
が
主
役
と
し
て
輝
き
を
放
つ
器
た
ち
。
本

展
で
は
、
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏

（
１
９
０
７
～
87
）が
蒐
集
し
た
当
館
の
中
核
所
蔵
品「
池

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」よ
り
、
様
々
な
器
を
紹
介
し
ま
す
。

　

や
き
も
の
や
漆
工
な
ど
に
よ
る
、
個
性
豊
か
な
器
の

面
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

顔
・
か
お
・
カ
オ
～
す
ば
ら
し
き
か
な
、そ
の
表
情
～

　
「
百
面
相
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
お
り
、
人
の
表
情

は
実
に
多
種
多
様
で
す
。
日
々
生
き
て
い
く
中
で
、
笑

っ
た
り
、
怒
っ
た
り
、
悲
し
ん
だ
り
、
楽
し
ん
だ
り
。

人
は
そ
の
時
々
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
、
め

ま
ぐ
る
し
く
表
情
を
変
化
さ
せ
ま
す
。

　

そ
の
豊
か
さ
は
、
あ
る
時
は
仏
さ
ま
の
よ
う
な
慈
愛

に
満
ち
た
表
情
の
人
が
、
ま
た
あ
る
時
に
は
本
当
に
同

一
人
か
と
思
う
ほ
ど
の
悪
鬼
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
表
情

に
豹
変
す
る
こ
と
か
ら
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

人
の
感
情
が
、
最
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
れ
る
部
位
と

い
え
る
顔
。
こ
ん
な
に
魅
力
的
な
存
在
が
、
美
術
工
芸

の
格
好
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
「
顔
」
が
数
多
く
の
作
家
た
ち
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
人
び
と
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
当
館
所
蔵
品
よ
り
、
様
々
な
表
情
を
浮
か

べ
る
顔
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
顔
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
作
品
を
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど

を
と
お
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

個
性
爆
発
の「
顔
た
ち
の
共
演
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

4

本
邦
初
公
開
！
よ
み
が
え
っ
た
等
伯
水
墨
画
を
中
心
に

10
月
25
日（
日
）ま
で
開
催
中

◆
第
１
・
第
２
展
示
室「猿猴図屏風」長谷川等伯　石川県七尾美術館蔵

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る 

色
と
り
ど
り
な
器
た
ち

顔
・
か
お
・
カ
オ
～
す
ば
ら
し
き
か
な
、そ
の
表
情
～

12
月
18
日（
金
）〜
平
成
28
年
２
月
14
日（
日
）

◆
第
１
展
示
室

「織部草花文角鉢」
（池田コレクション）

「根来飯器」
（池田コレクション）

◆
第
２
展
示
室

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
、団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「勢多迦童子図」佐藤朝山
（池田コレクション）

「Ｋ嬢像」田中太郎

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

６
０
０
円

５
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
、団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

重文「烏鷺図屏風」(左隻) 長谷川等伯 佐倉市・ＤＩＣ川村記念美術館蔵
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10
月
15
日（
木
）～
18
日（
日
）

　
　

初
日
は
午
後
１
時
よ
り

　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

生
命
尊
ぶ
心
、
心
豊
か
な
人
間
形
成
を
願
い

に
、
未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
に
、
夢
と

希
望
を
与
え
る
入
賞
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

入
賞
者
表
彰
式
は
10
月
18
日（
日
）10
時
よ
り

美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能

　
　
　
　

登
児
童
作
品
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）８
４
３
７

　
　

10
月
23
日（
金
）～
25
日（
日
）

　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ

「
彩
の
会
」と
写
真
グ
ル
ー
プ「
写
団
の
と
」の
第

10
回
合
同
展
。
計
25
人
の
会
員
が
近
作
約
80
点

を
展
示
し
ま
す
。
画
聖
長
谷
川
等
伯
、
能
登
の

里
山
里
海
に
ち
な
ん
だ
作
品
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
の
で
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　

彩
の
会　

加
地　

求

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
52
）１
６
１
３

展
示
室
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展
入
場
無
料

第
11
回
市
民
文
化
祭

　

第
10
回
彩
の
会
＆
写
団
の
と
展
入
場
無
料

貸
館
催
し
物
案
内

　
　

10
月
31
日（
土
）～

　
　
　
　

11
月
３
日（
火
・
祝
）

　
　

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

　

本
年
度
は
新
た
に
高
校
生
の
部
を
新
設
し
、

美
術
・
芸
術
の
発
展
、
向
上
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
展
覧
会
は
県
下
最
大
級
の
総
合
展

で
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

《
入
賞
者
表
彰
式
》

　

11
月
１
日（
日
）美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

幼
・
小
・
中
・
高
校
生
の
部　

午
後
１
時
30
分
よ
り

　

一
般
の
部　
　
　
　
　

午
後
３
時
よ
り

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先　

内
藤
雄
鵬

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
52
）４
７
５
５

　
　

12
月
18
日（
金
）～
20
日（
日
）

　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

今
回
で
72
回
目
と
な
り
ま
す
。
会
員
の
方
々

も
作
品
作
り
に
自
助
努
力
し
て
い
ま
す
。
必
ず

目
を
見
張
る
夢
見
る
世
界
へ
と
導
か
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
是
非
、
ご
来
館
く
だ
さ
っ
て
写
真

芸
術
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

主　

催　

北
國
写
真
連
盟
七
尾
鹿
島
支
部

連
絡
先　

宮
﨑　

功

　
　
　
　

☎
０
９
０
―

４
３
２
０
―

２
１
７
８

10
月
11
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

年
に
一
度
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
保
育
園

児
か
ら
大
人
ま
で
出
演
し
ま
す
。
講
師
演
奏
も

あ
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ d

o
lce

連
絡
先　

井
藤
真
理

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
58
）１
２
５
３

10
月
17
日（
土
）　

開
演　

午
後
２
時

　

能
登
香
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
現
役
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

で
作
る
合
唱
団
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
の
ホ
ー
ル
で
の
初
コ

ン
サ
ー
ト
。
今
回
は
ア
カ
ペ
ラ
と
混
声
４
部
合

唱
の
２
部
構
成
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
校
内
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
生
徒
た
ち
と
共
に
肩
を
組
み
心

を
通
わ
せ
て
歌
っ
た
楽
曲
を
中
心
に
歌
い
ま
す
。

主　

催　

能
登
香
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱
団
：
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

連
絡
先　

川
向　

忍

　
　
　
　

☎
０
９
０
―

５
１
７
５
―

７
３
６
５

10
月
25
日（
日
）　

開
演　

午
後
３
時

　

能
登
国
七
尾
に
生
ま
れ
、
日
本
を
代
表
す
る

絵
師
と
な
っ
た
長
谷
川
等
伯
は
向
上
心
に
満
ち
、

青
雲
の
志
を
終
生
持
ち
続
け
た
人
物
で
し
た
。

今
年
も
全
国
の
小
中
高
校
生
か
ら
応
募
さ
れ
た

作
文
、
俳
句
・
川
柳
、
絵
画
の
中
か
ら
優
秀
作

品
を
表
彰
し
ま
す
。

主　

催　

長
谷
川
等
伯
感
想
文
・
絵
画
コ
ン
ク

　
　
　
　

ー
ル
実
行
委
員
会
、
北
國
新
聞
社

連
絡
先　

同
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）１
８
８
１

10
月
31
日（
土
）　

開
演　

午
前
10
時

　

今
年
、
七
尾
市
出
身
の
杉
森
久
英
著
『
天
皇

の
料
理
番
』
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
数
々

の
賞
を
受
賞
し
て
話
題
集
中
で
す
。
講
師
の

佐
々
木
涼
子
氏
は
杉
森
久
英
長
女
、
東
京
女
子

大
名
誉
教
授
。
渡
辺
美
代
氏
は
人
物
書
誌
体
系

『
杉
森
久
英
』の
編
者
で
す
。

主　

催　

杉
森
久
英
記
念
文
庫
活
用
研
究
会

連
絡
先　

小
林
良
子

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
52
）３
６
９
９

12
月
６
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

２
年
に
１
回
開
か
れ
る
発
表
会
で
す
。
お
馴

染
み
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
ま
で
生
徒
た
ち
が
お
気
に
入
り
の
１
曲

を
演
奏
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

主　

催　

松
本
由
美
子
門
下
生

連
絡
先　

松
本
由
美
子

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）７
０
６
７

12
月
20
日（
日
）　

開
演　

午
前
９
時
30
分

　

小
丸
山
認
定
こ
ど
も
園
と
な
っ
て
初
め
て
の

発
表
会
で
す
。
０
歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子

ど
も
達
の
元
気
な
成
長
の
姿
を
見
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
は
勿
論
、
地
域
の

方
々
も
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

小
丸
山
認
定
こ
ど
も
園

連
絡
先　

島
崎
☎
０
７
６
７（
53
）３
７
０
０

第
61
回
七
尾
市
美
術
展
覧
会

入
場
無
料

第
72
回
北
國
写
真
展　

七
尾
展

入
場
無
料

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

d
o
lce 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
無
料

能
登
香
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱
団
：
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
コ
ン
サ
ー
ト

　

～
旅
立
ち
の
日
に
～

入
場
無
料

第
６
回
長
谷
川
等
伯
感
想
文
・

　
　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

入
場
無
料

直
木
賞
作
家
杉
森
久
英
の
人
間
像
と
魅
力
を
探
る

入
場
無
料

第
16
回
メ
ロ
デ
ィ
音
楽
会

入
場
無
料

ち
び
っ
こ
発
表
会

入
場
無
料
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７
月
16
日（
木
）早
朝
、
大
型
台
風
11
号
の
接
近
に
危
惧

し
な
が
ら
も
、
参
加
の
皆
様
は
雨
具
の
用
意
も
抜
か
り
な

く
バ
ス
に
乗
り
込
み
出
発
。
途
中
、
白
山
市
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
今
回
は
15
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
見
学
地
は
「
国
宝 

彦
根
城
」。
彦
根
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
案
内
で
見
学
し

ま
し
た
。
彦
根
城
築
城
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
に
勝
利
し

た
徳
川
家
康
の
命
で
、
依
然
大
き
な
勢
力
を
有
す
る
豊

臣
家
や
西
国
大
名
を
監
視
す
る
た
め
早
急
さ
を
求
め
ら

れ
、
近
郊
の
廃
城
を
移
築
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
し
た
そ

う
で
す
。
大
き
く
て
堅
牢
な
太
鼓
門
櫓
が
、
鎌
倉
時
代

に
築
城
さ
れ
た
佐
和
山
城
の
も
の
だ
と
聞
い
た
時
は
、

歴
史
の
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
天
守
は
四

方
正
面
と
い
わ
れ
、
四
方
の
外
観
に
は
巧
み
な
装
飾
が

随
所
に
見
ら
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
優
美
で
、
趣
を
異
に
す
る

の
で
見
飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

途
中
、
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
「
こ
の
ペ
ー
ス
で
は
見
終
ら

な
い
よ
」と
声
が
か
か
り
、
全
員
歩
み
を
早
め
玄
宮
園
へ
。

先
ほ
ど
ま
で
の
雨
で
、
い
っ
そ
う
緑
豊
に
な
っ
た
回
遊

式
庭
園
に
一
同
感
激
。
丁
度
、
対
岸
で
結
婚
式
が
静
か

に
行
わ
れ
る
な
ど
、
厳
か
で
非
日
常
的
空
間
を
感
じ
ま

し
た
。

　

ガ
イ
ド
さ
ん
の
丁
寧
な
説
明
に
参
加
の
皆
様
は
彦
根

城
の
魅
力
を
堪
能
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

昼
食
処
は
彦
根
城
近
く
の
「
彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
リ
ゾ
ー

ト
＆
ス
パ
」。
食
事
は
「
鎧
弁
当
」。
朱
塗
り
の
三
重
弁
当

は
、
彦
根
藩
主
井
伊
家
の
鎧
の
色
と
、
彦
根
城
の
三
重

三
階
の
天
守
に
掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
。
赤
こ
ん
に
ゃ

く
、
鮎
な
ど
滋
賀
名
物
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

次
の
見
学
先
は
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
外
国
人

を
は
じ
め
大
勢
の
方
が
来
館
し
て
い
ま
し
た
。
入
口
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
棟
か
ら
展
示
館
棟
へ
は
電
気
自
動
車
で

移
動
を
す
る
の
で
す
が
、
電
気
自
動
車
は
待
ち
時
間
が

か
か
る
た
め
、
歩
い
て
行
く
人
、
電
気
自
動
車
に
乗
っ

て
い
く
人
に
分
か
れ
て
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
展
示

棟
へ
着
く
頃
に
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
美
術
館

の
方
に
お
願
い
し
た
解
説
は
断
念
。反
省
が
残
り
ま
し
た
。

　

開
催
中
の
展
覧
会
は
「
生
誕
三
百
年 

同
い
年
の
天
才

絵
師 

若
冲
と
蕪
村
」。
色
彩
の
豊
か
さ
と
細
密
さ
が
魅

力
の
伊
藤
若
冲
と
、
俳
画
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
与
謝
蕪

村
。
タ
イ
プ
が
全
く
違
う
二
人
？
と
思
い
ま
し
た
が
、

同
制
作
時
代
や
植
物
な
ど
の
同
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
比
較

展
示
が
興
味
深
く
、
若
冲
の
水
墨
画
の
巧
み
さ
や
、
蕪

村
の
圧
巻
的
な
筆
さ
ば
き
の
風
景
画
に
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
が
京
都
に
暮
ら
し
て
い
た

と
知
り
、
鑑
賞
し
な
が
ら
想
像
は
膨
ら
み
、
す
ぐ
に
時

間
は
過
ぎ
て
し
ま
し
ま
し
た
。

　

帰
路
は
、
台
風
か
ら
ス
ル
リ
と
抜
け
、
雨
風
に
は
遭

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
晴
れ
男
・
女
の
参
加
者
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。

　

今
回
の
鑑
賞
の
旅
は
、
少
し
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
参
加
の
皆

様
に
は
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
無
事
に
旅
行
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
９
日（
日
）午
後
か

ら
、
参
加
定
員
の
８
名
が

揃
い
鑑
賞
会
は
始
ま
り
ま

し
た
。
講
師
は
、
元
石
川

県
立
美
術
館
学
芸
課
長
の

南
俊
英
氏
。

　

ま
ず
は
展
示
作
品
の
鑑

賞
で
す
。
南
氏
が
専
門
に

研
究
さ
れ
て
い
る「
金
工
」

の
解
説
が
興
味
深
く
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。
特
に
、
初
代
魚
住

為
楽
氏
作
の「
砂
張
鉦
」に

つ
い
て
「
良
い
音
を
求
め
て
形
が
で
き
あ
が
る
」
と
い
う

趣
旨
の
言
葉
が
印
象
的
で
素
材
の
調
合
や
形
成
の
難
し

さ
が
窺
え
ま
し
た
。

　

一
旦
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
て
休
憩
。
冷
茶
と
和
菓
子
を

頂
き
ま
し
た
が
、
南
氏
を
囲
ん
で
の
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

次
は
作
品
を
手
に
取
っ
て
鑑
賞
す
る
た
め
、
手
を
洗

い
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
へ
移
動
。
参
加
者
は
、
作
品
運
搬
用

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
収
蔵
庫
扉
の
大
き
さ
に
驚
き
、
収

蔵
庫
前
室
に
敷
い
た
畳
に
着
席
。
直
に
鑑
賞
す
る
作
品

は
「
新
寄
附
作
品
初
公
開
！
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品

《
第
１
期
》」で
展
示
さ
れ
た
、
や
き
も
の
11
点
。

　

始
め
に
、
南
氏
が
作
品
を
手
に
し
、
作
品
の
解
説
を

さ
れ
た
後
、
各
参
加
者
が
順
番
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
緊
張
し
な
が
ら
優
品
を
直
に
扱
い
、
箱
書
や
仕

覆
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
古
美
術
へ
の
興
味
が
深

ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
南
氏
の
作
品
に
接
す
る
温

か
さ
に
、
講
座
も
穏
や
か
に
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6

第
16
回
友
の
会
鑑
賞
の
旅
　
実
施
報
告

彦根城にて

友
の
会
美
術
講
座「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
鑑
賞
会

～
や
き
も
の
の
魅
力
を
知
る
～
」開
催
報
告

収蔵庫前室にて
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テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
ゆ
っ

く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
　
等
伯
水
墨
画
特
別
展
限
定
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　
《
期
間
10
／
25
ま
で
》

【
黒
ご
ま
ジ
ェ
ラ
ー
ト-

わ
ら
び
も
ち
添
え-

】

　
　
　

加
賀
棒
茶
付
き
（
６
０
０
円
）

　

な
め
ら
か
な
口
当
た
り
の
黒
ご
ま
ジ
ェ

ラ
ー
ト
に
、
わ
ら
び
も
ち
と
餡
を
添
え
、

黒
み
つ
を
か
け
た
上
品
な
味
の
和
ス
イ
ー

ツ
で
す
。

【
和
風
き
の
こ
パ
ス
タ
】

　
　
　

ミ
ニ
サ
ラ
ダ
付
（
８
０
０
円
）

　

数
種
の
キ
ノ
コ
の
お
い
し
さ
を
生
か
し

た
、
し
ょ
う
ゆ
味
の
和
風
パ
ス
タ
で
す
。

　
　
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
限
定
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　
《
期
間
11
／
６
～
12
／
13
ま
で
》

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
パ
ス
タ
セ
ッ
ト

【
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ
】

　
　
　

ミ
ニ
サ
ラ
ダ
付
（
８
０
０
円
）

こ
の
ほ
か
パ
フ
ェ
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ

も
あ
り
ま
す
。

★
友
の
会
会
員
の
皆
様

会
計
時
に
レ
ジ
に
て
会
員
証
を
ご
提
示
い
た
だ
く
と
10
％

割
引
に
な
り
ま
す
。（
10
円
未
満
切
捨
）

長
谷
川
等
伯
作
品
展
示
情
報
（
10
月
１
日
現
在
）

　

現
在
、
初
公
開
を
含
め
て
12
点
の
等
伯
作
品
・
資
料

を
展
示
中
の
当
館
（
10
／
25
ま
で
）。
加
え
て
今
年
の
秋

は
、
富
山
県
・
新
潟
県
で
も
そ
れ
ぞ
れ
等
伯
作
品
を
展

示
し
て
お
り
、
北
陸
は
ま
さ
に「
等
伯
花
盛
り
」で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
２
件
の
等
伯
作
品
展
示
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
１
】

♦
富
山
県
水
墨
美
術
館 

（
富
山
市
五
福
７
７
７
）

☎
０
７
６
‐
４
３
１
‐
３
７
１
９

◦
展
覧
会
名

「
旅
に
生
き
た
水
墨
画
の
巨
匠
た
ち
‐
雪
舟
か
ら
等
伯
へ
」

◦
会　
　

期　

10
月
９
日（
金
）～
11
月
８
日（
日
）

◦
出
品
作
品（
等
伯
作
品
の
み
表
記
）

①「
善
女
龍
王
図
」当
館
蔵

②「
愛
宕
権
現
図
」当
館
蔵

③「
十
六
羅
漢
図
」七
尾
市
・
霊
泉
寺
蔵

④「
芦
葉
達
磨
図
」岡
山
県
立
美
術
館
蔵

⑤「
禅
宗
祖
師
図
襖
」京
都
市
・
天
授
庵
蔵

⑥「
商
山
四
皓
図
襖
」京
都
市
・
天
授
庵
蔵

　

※
③
は
２
幅
分
、
⑤
は
４
面
、
⑥
は
８
面
分
を
展
示
。

【
そ
の
２
】

♦
新
潟
県
立
万
代
島
美
術
館 

（
新
潟
市
中
央
区
万
代
島
５-

１
）

☎
０
２
５
‐
２
９
０
‐
６
６
５
５

◦
展
覧
会
名

「
世
界
遺
産
京
都
・
醍
醐
寺
展
」

◦
会　
　

期　

11
月
８
日（
日
）ま
で
開
催
中

◦
出
品
作
品（
等
伯
作
品
の
み
表
記
）

　

①「
三
宝
院
秋
草
の
間
障
壁
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
・
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵

　

昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
、
七
尾
「
山
の
寺
の
日
」。
山
の

寺
寺
院
群
16
ヶ
寺
が
、
10
月
24
日
（
土
）
の
１
日
だ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
財
公
開
、
体
験
、
飲
食
な
ど
、
色
ん
な
ワ
ク
ワ

ク
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
隣
接
す
る
当
館
と
の
コ
ラ

ボ
が
実
現
。
美
術
館
と
山
の
寺
を
つ
な
ぐ
ミ
ニ
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
朝
９
時
か
ら
夕

方
４
時
半
ま
で
、
め
い
っ
ぱ
い
歴
史
と
文
化
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
延
寺
、
長
壽
寺
、
實
相
寺
、
成
蓮
寺
で
は
、

等
伯
や
長
谷
川
派
の
作
品
も
公
開
さ
れ
る
の
で
、
当
館

の
新
発
見
等
伯
水
墨
画
の
展
示
と
あ
わ
せ
て
満
喫
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

連
絡
先
：
長
壽
寺
☎
０
７
６
７(

52)

１
２
４
７

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
、
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を

ご
注
文
の
お
客
様
に
は
、
本
展
出
品
作
品
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
ペ
ー
パ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

※
作
品
は
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。作
品
展
示
期
間
や
休
館
日
な

　

ど
展
覧
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
美
術
館
に
直
接
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
の
寺
の
日 

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

や
ま
ん
て
ら

10月24日（土）９時〜16時半



割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fiスポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。

城山

飛行機……のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分
車…………「のと里山海道」徳田大津J.C.Tから約15分又は「能越自動車道」七尾城山I.C又は七尾I.Cから約10分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バス「まりん号」
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）
ななおコミュニティバス「ぐるっと７」
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

◎次号・第84号（冬号）は１月１日発行予定です。

◆
10
月
〜
12
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆
　※

■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

2015

10
OCTOBER

 日 月 火 水 木 金 土
     １ 2 3
 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30 31

 日 月 火 水 木 金 土
   １ 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31

11
NOVEMBER

12
DECEMBER

 日 月 火 水 木 金 土
 １ 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30

石川県七尾美術館だより 第83号（秋号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目1番地
TEL（0767）53-1500／FAX（0767）53-6262
http://nanao-art-museum.jp

　平成28年２月27日（土）～４月17日（日）　
◆第１展示室「写実力と想像力」
　美術品の表現は実に自由です。それが作品の面白さであったり、魅力

の一つともなるでしょう。写実によって人の内面性まで描き出した作品

や、細部にわたる描写によって、やさしい光やゆっくり流れる時間まで

も感じさせる作品など…。一方、実在しない風景や生き物を、現実世界

のように描いたり形にしたりと、作家たちの表現力には度々驚かされます。

　本展では、特に「写実力」と「想像力」に注目し､約25点を紹介します。

◆第２展示室「春の優品おもてなし～絵画・工芸・写真から～」
　現在、当館の所蔵作品は約700点ですが、その内容は池田コレクショ

ン（七尾市出身の故池田文夫氏が蒐集した美術工芸品287点）を中心に、

様々なジャンルで構成されています。本展ではその中から選抜した、絵

画・工芸・写真約25点を展示します。

　人間国宝による工芸の技、近代日本画の粋、現代日本画・洋画家・写

真家たちの個性豊かな作品など、時代やジャンルを超えた饗宴をお楽し

みください。

「夜想曲」西房浩二

燿彩鉢「心円」三代徳田八十吉

開館20周年記念として「友の会会員限定クリアファイル」
（A5サイズ）を今号と一緒に１枚プレゼント！

クリアファイルには、新発見された長谷川等伯の
「猿猴図屏風」「松竹図屏風」が印刷されています。

※数に限りがあります。
　お早めのご入会をお待ちしています。
　（対象は平成27年度会員に限ります）

友の会会員に

オ リ ジ ナ ル

クリアファイル

プレゼント中
（表）　　　  （裏）


